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役
者
の
上
手・下
手
と
い
う
の
も

あ
り
ま
す
が
、本
日
は
舞
台
の
左

右
の
話
し
。

　

客
席
か
ら
舞
台
を
見
て
右
側
が

上
手
、左
側
が
下
手
で
す
。語
源

は
諸
説
あ
る
よ
う
で
す
。舞
台
上

に
家
を
置
く
場
合
な
ど
、古
典
で

は
下
手
に
玄
関
を
置
く
こ
と
が
ほ

ぼ
決
ま
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。つ
ま

り
上
座
で
あ
る
と
こ
ろ
の
家
の
奥

は
上
手
側
に
な
り
ま
す
の
で
、こ
の

あ
た
り
っ
て
の
が
わ
か
り
や
す
い

説
。落
語
で
は
身
分
の
低
い
人
を

演
じ
て
い
る
時
に
上
手
を
見
て
話

し
、身
分
の
高
い
人
を
演
じ
て
い
る

時
に
は
下
手
を
見
て
話
を
す
る
よ

う
で
す
。

　

欧
米
で
は
、下
手
を「
ス
テ
ー
ジ

ラ
イ
ト（stage 　right

）」＝
舞
台

右
と
表
現
し
、上
手
を「
ス
テ
ー
ジ

レ
フ
ト（stage 　left

）」＝
舞
台
左

と
表
現
し
ま
す
。こ
れ
は
客
席
に

向
か
っ
て
い
る
役
者
さ
ん
か
ら
の
見

方
で
す
ね
。観
客
側
か
ら
舞
台
を

見
る
演
出
家
な
ど
は
や
や
こ
し
い

気
分
に
な
り
そ
う
で
す
が
、ま
あ

慣
れ
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。

『
上
手・下
手
』

並木 さんぽ

掲示板 いいだ人形劇センター
からのお知らせ

　NPO法人いいだ人形劇センターは、
センターの目的と活動にご理解、ご賛同
いただき、活動を支援していただける平
成28年度の会員を募集しています。
　正会員・賛助会員（いずれも個人・団
体）にお申込みいただきますと会員特典
として、季刊情報誌『Dogushi』や公演・
イベントなどのお知らせを随時配信させ
ていただくほか、公演チケットの割引販
売、会員相互のネットワークを構成しま
す。皆さまのご支援をよろしくお願いい
たします。

D
o
g
u
s
h
i

　昨年10月より飯田人形劇場を会場に開
催する「人形劇定期公演」。地元の市民劇
団に“人形劇場”で上演してもらうこと、さらに
市民の皆さんに“人形劇場”で観劇してもらう
ことを目的に続けること6回。これまでに14
劇団が上演しました。5月から8月はお休みし
ますが9月から再開します。ぜひ、多くの方に
ご来場いただき、創作に取り組む市民劇団
の活動を応援してください。
　次号は7月発行予定です。（帆）

　台湾の伝統人形劇
「布袋戯」の遣い方を学
ぶ講座が開催されました。
講師のチャンチンホイさん
（布袋劇団 著微）が素早
い動きと繊細な動き、まさ
に静と動を巧みに遣いわ
ける技を披露すると受講
者からは感嘆の声。基本
の手の型を教えてもらい
ながら繰り返し練習する
こと数時間。受講者の皆
さんは「やればやるほど楽
しい」と、夢中になって挑
戦していました。

特集

「人形劇のまち飯田」の季刊情報誌●Dogushi Vol.13

（
人
形
芝
居
燕
屋 

く
す
の
き
燕
）

人
形
劇用

語

わ
か
る
！！

わ
か
る
！！

View of IIDAView of IIDA

新年度会員募集中！

＜年会費＞
正会員5,000円
（企画を提案できます。総会での議決権あり）
賛助会員1口2,000円
（活動を財政面から支えていただきます）

●問合せ：いいだ人形劇センター
●TEL：050-3583-3594
●URL：iidapapecen.com
　「入会案内」メールフォームから
　お申込みいただけます。

胴串 ─どぐし─

か
み
て

し
も
て

じ
ょ
う
ず

へ
た

観
て
、創
っ
て〝
わ
く
わ
く
〞体
験

い
い
だ
人
形
劇
セ
ン
タ
ー
年
間
イ
ベ
ン
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

「人形劇のまち飯田」の季刊情報誌
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観
て
、創
っ
て〝
わ
く
わ
く
〞体
験

い
い
だ
人
形
劇
セ
ン
タ
ー
年
間
イ
ベ
ン
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

人
形
劇
公
演
は
も
ち
ろ
ん
、初
心
者
向
け
の
人
形
劇
講
座
や
巨
大

人
形
劇
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、人
形
操
作
、美
術
制
作
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
、季
刊
情
報
誌
の
発
行
な
ど
、平
成
28
年
度
も
い
い
だ
人
形

劇
セ
ン
タ
ー
は
さ
ま
ざ
ま
な〝
体
験
の
タ
ネ
〞が
い
っ
ぱ
い
。ぜ
ひ
予

定
に
入
れ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

4月

9月10月11月12月2017年 1月2月3月

5月6月7月8月9月 特集

●…人形劇公演  ●…ワークショップ  ●…その他

●
基
礎
レ
ッ
ス
ン 【
有
料
】

4
月
〜
通
年 
飯
田
文
化
会
館
ほ
か

人
形
劇・演
劇
の
経
験
者
対
象
。即
興
表
現
、身
体・発
声
訓
練
、脚
本
の
読
み
解
き
な
ど

舞
台
に
か
か
わ
る
人
の
た
め
の
基
礎
づ
く
り

●
巨
大
人
形
劇
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
in
南
信
州 【
有
料
】

4
月
20
日（
水
）〜
24
日（
日
）、6
月
下
旬
、7
月
下
旬
〜
8
月
上
旬

チ
ェ
コ
を
拠
点
に
世
界
で
活
躍
す
る
人
形
劇
師・沢
則
行
氏
を
講
師

に
、井
伏
鱒
二
著『
山
椒
魚
』を
題
材
に
し
た
巨
大
人
形
劇
を
制
作

●
季
刊
情
報
誌『
Dog
u
s
h
i
』春
号
発
行 
4
月
下
旬

●
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
上
映
会

5
月
3
日（
祝
）〜
8
日（
日
）川
本
人
形
美
術
館

上
映
作
品
／「
こ
ま
ね
こ
の
お
る
す
ば
ん
」「
想
い
を
結
ぶ
飯
田
水
引
」

●
ト
コ
ト
コ
人
形
づ
く
り
体
験

5
月
5
日（
祝
）川
本
人
形
美
術
館

ウ
レ
タ
ン
で
ト
コ
ト
コ
歩
く
人
形
を
作
っ
て
遊
ぼ
う

材
料
費
／
3
0
0
円

●
人
形
劇
講
座
初
級
コ
ー
ス 【
有
料
】

5
月
12
日（
木
）〜
9
月
上
旬 

飯
田
文
化
会
館
ほ
か

初
心
者
対
象
。作
品
選
び
か
ら
人
形
づ
く
り
、上
演
ま
で
を
体
験

●
人
形
劇
講
座
中
級
コ
ー
ス・前
期 【
有
料
】

5
月
中
旬
〜
9
月
上
旬 

飯
田
文
化
会
館
ほ
か

飯
田
市
で
創
作
活
動
が
可
能
で
、新
作
に
取
り
組
み
た
い
劇
団
対
象

●
人
形
劇
を
上
演
し
た
い
人
の
た
め
の
人
形
劇
公
演

5
月
1
5
日（
日
） 

飯
田
文
化
会
館

小
中
高
校
で
人
形
劇
制
作
に
取
り
組
む
生
徒
、ア
マ
チ
ュ
ア
の
市

民
劇
団
に
向
け
た
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
付
き
の
人
形
劇
公
演
。

一般
の
方
に
も
お
す
す
め
。

出
演
／
人
形
劇
団
ば
ん
び「
か
ら
か
ら
山
の
天
狗
さ
ん
」ほ
か

料
金
／
大
人
8
0
0
円
、3
歳
〜
中
学
生
5
0
0
円
、3
歳
未
満
無
料

●
人
形
劇
の
相
談
所

5
月
24
日（
火
）〜
6
月
21
日（
火
）の
毎
週
火
曜

い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
上
演
に
向
け
て
人
形
劇
制
作
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
の
た
め
に

よ
ろ
ず
相
談
所
を
開
設
。9
月
以
降
は
随
時
開
催

●
三
人
遣
い
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

6
月
4
日（
土
） 

川
本
人
形
美
術
館
下

今
田
人
形
座
を
講
師
に
伝
統
人
形
芝
居
の
操
演
方
法「
三

人
遣
い
」を
体
験

●
人
形
劇
in
竹
宵
ま
つ
り

6
月
4
日（
土
） 

川
本
人
形
美
術
館
下

「
竹
宵
ま
つ
り
│
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」開
催
に
あ
わ
せ
、江
戸
の
灯
り
で
楽
し
む
人
形
劇
公
演

出
演
／
今
田
人
形
座「
伊
達
娘
恋
緋
鹿
子‐火
の
見
櫓
の
段
」

●
森
の
か
み
し
ば
い
劇
場 【
有
料
】

7
月
3
日（
日
） か
ざ
こ
し
子
ど
も
の
森
公
園

飯
田
下
伊
那
の
紙
芝
居・読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
ジ
ョ
イ
ン
ト
公
演

●
い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ「
プ
レ
フ
ェ
ス
タ
」

7
月
下
旬 

市
内
各
所

●
季
刊
情
報
誌『
Dog
u
s
h
i
』発
行 

7
月
下
旬

●
い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
6

8
月
2
日（
火
）〜
7
日（
日
）飯
田
市
内
全
域 

特
集「
関
西
の
人
形
劇
」

﹇
い
い
だ
人
形
劇
セ
ン
タ
ー
企
画
﹈

・愛
知
人
形
劇
セ
ン
タ
ー
×
い
い
だ
人
形
劇
セ
ン
タ
ー
共
同
制
作

 「『
リ
ア
王
』か
ら 

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
が
笑
う
夜
」

・沢
則
行
監
督 

巨
大
人
形
劇
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
in
南
信
州『
さ
ん
し
ょ
う
う
お
』

・「
人
形
劇
の
図
書
館
」に
よ
る
資
料
展
示・講
演
会 

ほ
か

●
夏
休
み
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
上
映
会

8
月
中
旬 

川
本
人
形
美
術
館

●
ダ
ン
ボ
ー
ル
し
し
ま
い
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ 【
有
料
】

9
月
上
旬
〜
10
月 

川
本
人
形
美
術
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

獅
子
を
舞
う
男・後
藤
渉
さ
ん
を
講
師
に
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
獅
子
の

頭
を
つ
く
り
、舞
を
練
習
。10
月
16
日「
南
信
州
獅
子
舞
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」の
創
作
獅
子
舞
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場

ⓒTYO/dwarf・こまねこフィルムパートナーズ

●
人
形
劇
定
期
公
演 【
有
料
】

9
月
上
旬 

飯
田
人
形
劇
場

●
せ
か
い
の
劇
場
vo
l.
4 【
有
料
】

9
月
29
日（
木
） 

飯
田
人
形
劇
場

海
外
の
優
れ
た
作
品
を
飯
田
で
鑑
賞
す
る
特
別
企
画

出
演
／
ク
レ
ド
シ
ア
タ
ー

「
お
父
さ
ん
の
す
る
こ
と
は
い
つ
も
よ
し
」（
ブ
ル
ガ
リ
ア
）

●
人
形
劇
講
座
中
級
コ
ー
ス・後
期 【
有
料
】

9
月
上
旬 

飯
田
文
化
会
館
ほ
か

飯
田
市
で
創
作
活
動
が
可
能
で
、新
作
に
取
り
組
み
た
い
劇
団
対
象

●
人
形
劇
定
期
公
演 【
有
料
】

10
月
下
旬 

飯
田
人
形
劇
場

●
季
刊
情
報
誌『
Dog
u
s
h
i
』発
行 

10
月
下
旬

●
人
形
劇
in
丘
の
ま
ち
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

11
月
3
日（
祝
） 

川
本
人
形
美
術
館

1
回
の
上
演
約
1
分
、定
員
2
名
。

日
本
で
い
ち
ば
ん
小
さ
い
人
形
劇
の
公
演

出
演
／
P・こ
と
り
座

●
秋
の
夜
長
を
楽
し
む
人
形
劇
公
演 【
有
料
】

11
月
8
日（
火
） 

飯
田
市
鼎
文
化
セ
ン
タ
ー

秋
の
夜
長
に
じ
っ
く
り
と
人
形
劇
を
楽
し
む
大
人
向
け
公
演

出
演
／Perform

ing G
roup 「TRASHedy

」（
ド
イ
ツ
）

●
森
の
ぽ
か
ぽ
か
ク
リ
ス
マ
ス 【
有
料
】

12
月
4
日（
日
） か
ざ
こ
し
子
ど
も
の
森
公
園

人
形
劇
公
演
、ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
＆
ピ
ザ
づ
く
り
が
楽
し
め
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
企
画 

出
演
／
人
形
芝
居
ひ
つ
じ
の
カ
ン
パ
ニ
ー「
キ
ナ
コ
ち
ゃ
ん
と
ダ
ン
ス
！！
」

●
人
形
劇
定
期
公
演 【
有
料
】

12
月
中
旬 

飯
田
人
形
劇
場

●
ま
し
ゅ
＆
Ｋｅ
ｉ
の
ク
リ
ス
マ
ス
会 【
有
料
】

12
月
23
日（
祝
） 

川
本
人
形
美
術
館

ま
し
ゅ
＆
Ｋｅ
ｉ
が
ゲ
ス
ト
と
と
も
に
繰
り
広
げ
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
企
画

●
初
春
を
寿
ぐ
竹
田
人
形
館 【
有
料
】

1
月
7
日（
土
） 

竹
田
人
形
館

初
春
に
ふ
さ
わ
し
い
人
形
芝
居
の
連
続
公
演

出
演
／
竹
田
人
形
座
竹
の
子
会
ほ
か

●
人
形
劇
定
期
公
演 【
有
料
】

1
月
下
旬 

飯
田
人
形
劇
場

●
基
礎
レ
ッ
ス
ン
特
別
編 【
有
料
】

1
月
下
旬
〜
2
月
中
旬 

飯
田
文
化
会
館

3
月
上
演
の
人
形
劇
団
む
す
び
座「
父
と
暮
ら
せ
ば
」の
台
本
を
読
み
、作
品
の
理
解
を
深
め
る

●
季
刊
情
報
誌『
Dog
u
s
h
i
』発
行 

1
月
下
旬

●
い
い
だ
人
形
劇
ま
つ
り「
り
ん
ご
っ
こ
劇
場
」 【
有
料
】

2
月
上
旬 

飯
田
下
伊
那
の
ア
マ
チ
ュ
ア
劇
団
に
よ
る
公
演

●
保
育
士
人
形
劇
研
修
発
表
会 【
有
料
】

2
月
中
旬 

飯
田
市
公
立
保
育
園
保
育
士
に
よ
る
研
修
発
表
公
演

●
せ
か
い
の
劇
場
vo
l.
5 【
有
料
】

2
月
18
日（
土
）飯
田
人
形
劇
場

海
外
の
優
れ
た
作
品
を
飯
田
で
鑑
賞
す
る
特
別
企
画

出
演
／
ミ
ク
ロ
ポ
デ
ィ
ウ
ム「STO

P!

」（
ハ
ン
ガ
リ
ー
）ほ
か

●
人
形
劇
定
期
公
演 【
有
料
】

2
月
下
旬 

飯
田
人
形
劇
場

●
春
の
人
形
劇
ま
つ
り 【
有
料
】

P
A
R
T
① 

人
形
劇
定
期
公
演

3
月
上
旬 

飯
田
人
形
劇
場

P
A
R
T
② 

飯
田
子
ど
も
劇
場
×
い
い
だ
人
形
劇
セ
ン
タ
ー
共
同
企
画

3
月
11
日（
土
） 

飯
田
人
形
劇
場

出
演
／
人
形
劇
団
む
す
び
座「
父
と
暮
ら
せ
ば
」

P
A
R
T
③ 

春
休
み
特
別
公
演

3
月
中
旬 

川
本
人
形
美
術
館

小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
作
品
を
上
演

※日程や内容は変更になる場合があります。最新情報はお電話にてお問い合わせいただくか、
　いいだ人形劇センターのウェブサイト、フェイスブックをご覧ください



　飯田市美術博物館刊『伊那谷の人形芝居かしら台帳目録』（1991）『文書目録
編』（1997）に続く、今田人形300年を俯瞰する記録報告集。著者は地元民放の
飯田支局赴任で、たまたま伊那谷の人形芝居を知り、当初は浄瑠璃を聞いても「こ
れも日本語なのか」とさえ思ったという、だからこその並の研究者でない視線が、何よ
りも読みやすく、分かりやすく、人々の息吹さえ伝わってくる、稀有な研究報告書なの
だ。一緒に活動した今田人形座の木下迪彦氏へのオマージュともいえ、この人たち
が関わってきた伊那谷の人形芝居はなんと幸せなのだろうかと思える大著である。
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Library Cafe 今
田
人
形
発
祥
３
０
０
周
年
記
念
事
業
実
行
委

２
０
０
４  
７
５
１
頁

 （人形劇の図書館館長・潟見英明）

『今田人形 操り始めて300年 いま郷土に生きる』 伊藤善夫著

　

人
形
劇
カ
ー
ニ
バ
ル
飯
田
は
全
国
の
人

形
劇
人
が
飯
田
に
集
う
と
い
う
画
期
的

な
も
の
で
し
た
。そ
う
い
う
面
白
い
事
を

考
え
る
の
が
得
意
な
の
は
、ひ
と
み
座
の

宇
野
小
四
郎
さ
ん
で
し
た
。カ
ー
ニ
バ
ル

の
第
１
回
目
に
あ
た
り
、西
畑
人
形
と
い

う
伝
統
人
形
芝
居
を
継
承
し
て
い
る
私

に
、宇
野
さ
ん
が
更
に
魅
力
的
な
話
を

持
ち
か
け
ま
し
た
。下
黒
田
諏
訪
神
社

の
黒
田
人
形
の
舞
台
で
西
畑
人
形
を
演

じ
る
と
い
う
も
の
で
、他
の
人
形
座
の
縄

張
り
で
演
じ
る
な
ど
あ
り
え
な
い
事
で

し
た
が
、宇
野
さ
ん
だ
か
ら
こ
そ
実
現
で

き
た
試
み
で
し
た
。

　

私
に
も
黒

田
の
方
た
ち

に
も
初
め
て
の

こ
と
で
、四
国

の
田
舎
か
ら
出
て
き
た
若
造（
私
の
こ
と

で
す
）が
いっ
た
い
何
を
す
る
ん
だ
と
、舞

台
の
中
に
は
厳
し
い
空
気
が
澱
ん
で
お

り
ま
し
た
が
、西
畑
人
形「
岩
見
重
太

郎
の
大
蛇
退
治
」を
演
じ
終
え
た
後
、

「
な
か
な
か
や
る
な
」と
言
っ
て
い
た
だ
い

た
の
は
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で
す
。私

の
人
形
に
か
け
る
思
い
が
伝
わ
っ
た
の
だ

と
感
じ
ま
し
た
。近
年
、人
形
劇
の
舞
台

は
多
種
多
様
で
す
が
、人
形
劇
な
ん
だ

か
ら
人
形
に
拘
り
続
け
た
い
と
、あ
の
頃

か
ら
変
わ
ら
ず
想
い
続
け
て
い
ま
す
。

第
２
回
す
べ
て
の
道
は

飯
田
へ
通
ず

年寄は人形に拘るのです
人形劇場たけのこ

池原由起夫

す
べ
て
の
道
は

飯
田
へ
通
ず

　飯田市の小中学校では多くの子どもた
ちが人形劇活動に取り組んでいます。これ
は全国的に珍しく“人形劇のまち飯田”な
らではの特色です。子どもたちが取り組む
人形劇活動の様子を紹介するシリーズの
２回目は、「山本小学校日本語教室　劇団
シェイ・シェイ」を取り上げます。

　
３
月
上
旬
、飯
田
市
山
本
の

二
ツ
山
団
地
集
会
所
で
人
形
劇

公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。出
演

は
山
本
小
学
校
日
本
語
教
室

劇
団
シ
ェ
イ・シ
ェ
イ
。作
品
は

「
三
び
き
の
こ
ぶ
た
」で
す
。中

国
語
を
ま
じ
え
た
あ
い
さ
つ
で

会
場
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
る

と
、セ
リ
フ
は
は
っ
き
り
と
大
き

な
声
で
人
形
の
動
き
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
。場
面
転
換
も

タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
、一
生
懸
命
に
練
習
を
重
ね
て
き
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
い
い
だ
人
形
劇
フ
ェス
タ
で
上
演
し
て
い
ま
す
が
、子

ど
も
た
ち
の
家
族
に
も
っ
と
観
て
も
ら
お
う
と
出
前
公

演
を
計
画
し
、毎
年
３
月
に
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
日
は

佐
藤
鴻
翔
君
の
祖
父
母
が
客
席
の
一
番
前
に
座
り
、に

こ
に
こ
と
笑
顔
で
観
て
い
ま
し
た
。

　

人
形
劇
の
指
導
に
あ
た
る
今
村
幸
子
先
生
は
平
成

21
年
、日
本
語
教
室
の
講
師
に
な
っ
て
間
も
な
く
劇
団

シェ
イ・シェ
イ
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。「
日
本
語
教
室
に

通
う
子
ど
も
た
ち
は
日
本
語
が
得
意
で
な
く
、家
で
は

親
や
祖
父
母
と
は
中
国
語
で
話
す
た
め
、ク
ラ
ス
で
声

を
発
す
る
こ
と
が
少
な
い
。そ
ん
な
内
気
な
子
ど
も
に

人
形
を
持
た
せ
る
と
自
然
と
言
葉
が
出
て
く
る
。人
形

劇
を
通
じ
て
表
情
豊
か
に
な
り
、ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
も

親
し
く
な
れ
た
」と
話
し
ま
す
。

　
日
本
語
教
室
に
通
う
子
ど
も
が
減
っ
た
こ
と
か
ら
、

平
成
27
年
度
を
も
っ
て
山
本
小
学
校
日
本
語
教
室
は

幕
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
り
、同
時
に
劇
団
シ
ェ
イ・シ
ェ

イ
も
７
年
の
活
動
に
終
止
符
を
打
つ
こ
と
に
。子
ど
も

た
ち
を
笑
顔
に
し
、自
信
を
持
た
せ
た
人
形
劇
。今
村

幸
子
先
生
は
こ
れ
ま
で
を
懐
か
し
く
振
り
返
る
と
と
も

に
、今
後
も
こ
の
経
験
を
生
か
し
て
教
育
現
場
に
携
わ

り
た
い
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

上演前、舞台裏でスタンバイする子どもた
ちに「セリフを間違えてもいいからね。大きな
声で元気に上演するんだよ」と声をかける
今村幸子先生

上演が終わりほっとした様子で祖父母に人
形を見せる佐藤鴻翔君

人形劇に取り組む
子どもたち

シリーズ 

2

次
号
は
、和
気
瑞
江
さ
ん
で
す 「岩見重太郎の大蛇退治」

こ
う
し
ょ
う

「大家好！ みなさん、こんにちは」中国語を
交えたあいさつで上演がスタート

さ
い
ば
た
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※「日本ウニマ」「全国専門人形劇団協議会」「日本人形劇人協会」が持ち回りで各団体の活動の様子、国内外の旬の話題をお届けします

　

ブ
ル
ガ
リ
ア
は
人
形
劇
の
盛
ん
な
国
で
あ
る
と

同
時
に
、日
本
と
人
形
劇
の
交
流
が
深
い
国
で

す
。首
都
ソ
フ
ィ
ア
に
あ
る「
国
立
演
劇
・
映
画
芸

術
学
院
」は
日
本
か
ら
の
３
人
の
留
学
生
が
卒
業

し
、竹
田
人
形
座
の
竹
田
扇
壽
さ
ん
は
今
ま
さ
に

留
学
中
で
す
。

　

バ
ル
ナ
は
黒
海
に
面
し
た
ブ
ル
ガ
リ
ア
第
３
の
都

市
で
、市
の
中
央
に
バ
ル
ナ
人
形
劇
場
は
あ
り
ま

す
。１
９
５
２
年
創
立
の
歴
史
あ
る
劇
場
で
、１
３
０

人
収
容
の
人
形
劇
場
、ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
備
え
た
す

て
き
な
人
形
劇
場
で
す
。劇
団
員
は
40
人
、う
ち

17
人
が
役
者
、23
人
は
ス
タ
ッ
フ
で
す
。劇
場
の
中

に
食
堂
が
あ
り
、劇
団
員
が
自
由
に
出
入
り
し
て

食
堂
の
お
ば
ち
ゃ
ん
の
作
っ
て
く
れ
る
昼
食
を
食

べ
た
り
、コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
打
ち
合
わ
せ
や
、

軽
い
稽
古
を
し
た
り
。「
こ
こ
か
ら
人
形
劇
が
生
ま

れ
る
ん
だ
！
」と
、と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

　

３
年
に
１
度
開
催
さ
れ
るG

olden 　D
olphin 

人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、国
内
外
か
ら
人
形
劇

団
が
集
ま
り
、コ
ン
ペ
方
式
で
行
わ
れ
ま
す
。最
終

日
に
は
い
ろ
い
ろ
な
賞
の
発
表
が
あ
り
、Golden 

D
olphin

賞
は
も
っ
と
も
権
威
あ
る
賞
で
す
。日
本

公
演
も
、プ
ー
ク
人
形
劇
場
さ
ん
の
招
聘
で
何
回

も
行
っ
て
い
ま
す
。手
の
影
絵「
動
物
の
謝
肉
祭
」

の
圧
巻
の
ス
テ

ー
ジ
を
ご
覧
に

な
っ
た
方
も
い

る
と
思
い
ま

す
。ま
た
日
本

で
観
ら
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

世
界
み
て

　
あ
る
記
⑤

日
本
ウ
ニ
マ
通
信

日
本
ウ
ニ
マ
通
信

バ
ル
ナ
人
形
劇
場 事

務
局
長
●
松
澤
文
子

バルナ人形劇場の外観

夜もすてきな
バルナ人形劇場バルナ人形劇場の内部

2016年度受講者大募集！人形劇講座

カンボジア大型影絵芝居
スバエク･トム

いいだ人形劇センターはさまざまな講座を開催。創る“わくわく”を体験しよう！

初級コース
人形劇を始めませんか

初めての方対象。作品選びから人形
づくり、上演までを体験します。グルー
プでの参加も大歓迎です。
●期間／5月12日（木）～9月上旬。
　　　　毎週木曜、全15回予定
●時間／昼の部13：00～15：30
　　　　夜の部19：00～21：30
●料金／月1,000円
●定員／昼夜各10人

中級コース

高校生・短大生・大学生・
専門学校生のみなさん
ユースクラブを新設します

新作をつくりませんか
新作のプランがある劇団も、ノープランの劇団も大丈夫。新作づく
りをお手伝いします。飯田市で創作活動が可能な劇団、サークル、
個人の方ご参加ください。

「人形劇を創る」ことはもちろん、そのための準備やそれ以外のこと
にもたっぷり時間をかけるのが、ユースクラブの特徴です。人形劇を
創る時に突き当たるいろいろな壁を、さまざまな体験を通して乗り越
えていく、そんなプログラムを考えています。
主任講師は、くすのき燕さん。一緒に人形劇とそれを取り巻く世界
のおもしろさを味わってみませんか。

　

ス
バ
エ
ク･

ト
ム
は
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
で
知
ら
れ
る
シ
ェ
ム

リ
ア
ッ
プ
に
伝
え
ら
れ
る
大
型
影
絵
芝
居
。今
回
、高
校
生

の
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
一
行
と
一
緒
に
、シ
ェム
リ
ア
ッ
プ
郊
外
の

テ
ィ
ー・チ
ア
ン
一
座
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

屋
外
の
上
演
会
場
に
設
置
さ
れ
た
巨
大
な
ス
ク
リ
ー
ン

の
後
ろ
に
は
ヤ
シ
殻
を
燃
や
し
た
か
が
り
火
が
あ
り
、こ
れ

が
光
源
と
な
り
ま
す
。公
演
は
神
へ
の
祈
り
の
儀
式
か
ら

始
ま
り
ま
す
。続
い
て
伝
統
的
な
音
楽
と
ク
メ
ー
ル
語
の

語
り
。演
目
は
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
版「
リ
ア
ム
ケ

ー
」の
一
部
。

　

燃
え
る
炎
に
よ
っ
て

映
し
出
さ
れ
る
人
形

は
美
し
く
精
細
。こ
の

芸
能
が
独
特
な
の
は
、

ス
ク
リ
ー
ン
の
前
で
も

人
形
が
遣
わ
れ
る
こ

と
。俳
優
た
ち
は
身
体

を
見
せ
な
が
ら
、と
き

に
激
し
く
、と
き
に
繊

細
に
人
形
を
遣
い
、観

客
を
魅
了
し
ま
す
。約

１
時
間
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
で
し
た
が
、こ
の
芸

能
を
復
活
さ
せ
、昔
の

ま
ま
に
守
り
続
け
る

若
者
た
ち
の
力
を
感

じ
る
公
演
で
し
た
。

●期間／5月中旬～9月上旬。週1回予定
●時間／昼の部13：00～15：30、夜の部19：00～21：30
●料金／月1,000円

基礎レッスン
もう一歩上を目指したい方

人形劇や演劇の経験者対象（高校生以
上）。年間を通して舞台に立つための身
体訓練に取り組みます。

●講師／ましゅ＆Kei ほか
●期間／通年。月2～4回、木曜または
　　　　金曜夜
●料金／月2,000円（学生1,000円）

人形劇を始めませんか

新作をつくりませんか

もう一歩上を目指したい方

海外レポート
カンボジア編

スバエク・トムは、古くは寺院の祭礼など
で上演された神聖な芸能で、今でも上
演の前には必ず神々への祈りの儀式
が行われる

幅10m、高さ4m以上もある巨大なスク
リーンの前後を使って演じられる。日本
語字幕付きで「リアムケー」の物語も無
理なく楽しめる

飯田文化会館 人形劇のまちづくり係 北林克己

カンボジア大型影絵芝居
スバエク･トム


